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判例研究

判
例
研
究

商
事
判
例
研
究

九
州
大
学
園
業
法
研
究
会

　
　
共
通
の
代
表
取
締
役
を
有
す
る
会
社

　
　
間
の
物
上
保
証
と
商
法
二
六
五
条

　
昭
和
四
八
年
⊥
ハ
n
月
二
五
口
東
山
尿
地
裁
耐
労
決
（
㎜
ヨ
恥
瀬
瀬
篤
溜
余
年
○
）
調
緬
円
金

融
商
事
判
例
三
九
〇
号
一
五
頁

〔
事
実
〕
訴
外
甲
乙
両
株
式
A
ム
社
の
代
表
取
締
役
を
兼
ね
て
い
た
訴
外
A

は
、
甲
会
社
の
被
告
Y
（
信
用
倉
庫
）
に
対
す
る
債
務
に
つ
い
て
こ
れ
を

保
証
す
．
る
た
め
、
乙
会
社
を
代
表
し
て
同
社
所
有
の
建
物
に
対
し
、
昭
和

三
七
年
二
月
二
四
日
お
よ
び
昭
和
コ
．
八
年
六
月
二
四
日
の
∴
回
に
わ
た
り

Y
の
た
め
に
極
度
額
、
へ
知
計
一
、
九
（
Q
◎
一
万
円
の
根
抵
当
権
設
定
契
約
を
締

結
し
た
。
そ
の
際
、
そ
の
衝
に
当
っ
た
Y
金
庫
職
員
訴
外
B
が
、
A
に
対

し
、
右
担
保
提
供
に
つ
い
て
乙
会
社
の
取
締
役
会
の
承
認
を
得
て
い
る
か

否
か
を
確
か
め
た
と
こ
ろ
、
A
は
承
認
を
得
た
旨
確
答
し
た
の
で
B
は
そ

の
言
を
信
じ
た
。
そ
こ
で
右
契
．
約
が
成
立
し
、
同
契
約
に
墓
づ
き
甲
会
社

に
対
し
金
二
、
○
○
○
万
円
が
貸
辱
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
右
金
員
の
う
ち

か
ら
、
乙
会
社
が
昭
和
三
五
年
一
二
月
に
Y
よ
り
借
り
受
け
て
い
た
債
務

金
二
五
・
○
万
円
が
Y
に
支
払
わ
れ
、
そ
の
債
務
に
関
す
る
根
抵
当
権
設
定

登
記
が
抹
消
さ
れ
た
。
Y
は
、
本
件
取
引
に
お
け
る
二
度
に
わ
た
る
根
抵

当
権
設
定
登
記
申
請
の
際
、
乙
会
社
の
取
締
役
会
の
承
認
書
の
添
付
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
こ
れ
を
提
出
し
な
か
っ
た
が
、
登

記
官
よ
り
提
出
の
要
求
が
な
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
受
理
さ
れ
、
登
記
手
続

を
完
了
し
た
。
そ
の
後
、
甲
会
社
の
債
務
が
弁
済
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

こ
の
抵
当
権
は
実
行
さ
れ
、
Y
が
競
落
し
て
本
件
建
物
の
所
有
権
移
転
登

記
を
完
了
し
た
。
本
件
は
、
右
根
抵
当
権
設
定
以
前
よ
り
乙
会
社
か
ら
木

件
建
物
を
賃
借
し
て
い
た
原
告
X
が
、
東
京
地
裁
に
お
い
て
Y
と
の
間
で

へ
口
意
し
た
本
件
建
物
の
賃
貸
借
契
約
解
除
・
建
物
明
渡
に
関
す
る
調
停
調

書
に
対
す
る
請
求
異
議
の
訴
で
あ
る
。
X
は
、
Y
が
商
法
二
六
五
条
、
不

動
産
登
記
法
一
一
．
五
条
に
よ
り
本
件
建
物
の
所
有
権
を
取
得
し
て
い
ず
、
右

調
停
の
合
意
に
は
意
思
表
示
の
要
素
に
錯
誤
が
あ
り
無
効
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
、
右
調
停
調
書
も
無
効
と
な
る
と
主
張
し
た
。

〔
判
旨
〕
原
告
の
請
求
棄
却

　
第
一
点
　
　
「
甲
乙
両
会
社
の
代
表
取
締
役
が
、
　
甲
会
社
の
債
務
に
つ

き
、
　
乙
会
社
を
代
表
し
て
根
抵
当
契
約
を
す
る
場
合
も
、
　
甲
会
社
の
利

益
に
し
て
乙
会
社
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
付
為
で
あ
っ
て
、
　
（
商
法
二
六
五

条
）
に
い
う
収
締
が
第
三
者
の
た
め
に
す
る
取
引
に
当
る
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
」

　
第
二
点
　
　
「
取
締
役
が
、
同
条
に
違
反
し
て
取
締
役
会
の
承
認
を
受
け

な
い
で
し
た
行
為
は
、
無
権
代
理
仔
為
と
し
て
当
該
株
式
会
社
に
効
力
が

及
ぶ
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
木
僻
根
抵
当
契
約
の
如
き
、
い
わ
ゆ
る

直
接
取
引
に
当
ら
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
　
株
式
会
社
は
相
手
方
に
対

し
て
、
‘
そ
の
取
引
に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
八
三
．
（
け
な
か
っ
た
こ
と
の
ほ

4．1　（！－2　●　144）　！44
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か
、
相
手
方
の
悪
意
を
主
張
立
証
し
て
初
め
て
、
そ
の
無
効
を
主
張
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
」

　
第
三
点
　
「
株
式
会
社
の
利
益
よ
り
も
第
三
者
の
保
護
を
優
先
さ
せ
る

場
合
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
右
保
護
さ
れ
る
第
三
者
と
は
、
善
意
の
も
の
す

べ
て
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
善
意
で
あ
っ
て
も
取
締
役
会
の
承
認
の
な

い
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
重
大
な
過
失
の
あ
る
者
を
除
外

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

　
第
四
点
　
　
「
株
式
会
社
の
財
産
上
の
権
利
者
は
、
株
式
会
社
と
同
一
の

立
場
に
お
い
て
、
　
右
第
三
者
の
悪
意
又
は
重
大
な
る
過
失
を
主
張
立
証

し
な
い
限
り
、
　
そ
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
解
す

る
。
」

　
第
五
点
　
本
件
取
引
は
、
不
動
産
登
記
法
三
五
条
一
項
四
号
に
該
当

し
、
　
「
承
認
を
証
す
る
書
面
が
必
要
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
こ
れ
を
提
出

し
な
い
登
記
申
請
が
受
理
さ
れ
登
記
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に

そ
の
登
記
を
無
効
と
解
す
る
の
は
相
当
で
な
く
そ
の
登
記
の
効
力
は
そ
の

取
引
の
実
体
的
な
効
力
の
有
無
を
基
準
と
し
て
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。
」

・
結
論
と
し
て
、
　
「
被
告
は
、
取
締
役
会
の
承
認
の
な
い
こ
と
に
つ
き
善

意
で
あ
り
か
っ
こ
の
点
に
つ
い
て
重
大
な
る
過
失
な
く
、
　
（
中
略
）
右
取

引
は
実
体
的
に
有
効
な
る
取
引
」
と
な
り
、
　
「
本
件
各
根
抵
当
権
設
定
登

記
は
有
効
で
あ
り
、
右
根
抵
当
権
の
実
行
に
お
い
て
本
件
不
動
産
を
競
落

し
た
被
告
は
、
そ
の
取
得
し
た
所
有
権
を
も
っ
て
原
告
に
対
抗
で
き
る
。
」

　
し
た
が
っ
て
、
　
「
原
告
の
本
訴
請
求
は
失
当
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
棄

却
」
す
る
と
判
決
し
た
。

〔
研
究
〕
判
旨
の
結
論
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
理
由
に
は
賛
成
し
難
い
。

　
一
　
本
件
の
問
題
は
、
甲
乙
両
会
社
の
代
表
取
締
役
を
兼
ね
て
い
る
者

が
、
甲
会
社
の
債
務
を
担
保
す
る
た
め
に
乙
会
社
を
代
表
し
て
乙
会
社
所

有
の
不
動
産
を
も
っ
て
債
権
者
と
締
結
す
る
根
抵
当
権
設
定
契
約
が
、
商

法
二
六
五
条
所
定
の
取
締
役
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
取
引
に
該
当
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

か
否
か
、
お
よ
び
同
条
違
反
の
取
引
の
効
力
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
本
件
で
は
、
第
三
者
に
よ
る
本
件
取
引
の
無
効
の
主
張
が
な
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
の
可
否
も
間
．
題
と
な
る
。
仮
り
に
そ
の
第
三
者
が
、
本

件
取
引
が
商
法
二
六
五
条
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
悪
意
（
重
過
失

を
含
む
）
で
あ
る
場
合
に
は
右
事
実
の
援
用
を
認
め
る
必
要
が
な
く
、
本

件
調
停
の
合
意
に
つ
い
て
要
素
の
錯
誤
を
主
張
し
得
な
く
な
る
（
紙
勘
甑
）
。

ま
た
、
不
動
産
登
記
法
上
の
詩
題
と
し
て
、
本
件
登
記
申
請
手
続
上
の
蝦

疵
と
登
記
の
効
力
と
の
関
係
に
言
及
す
る
必
要
も
あ
る
。

　
二
　
本
件
根
抵
当
権
設
定
契
約
に
関
す
る
商
法
二
六
五
条
の
適
用
の
有

無
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
同
条
の
取
締
役
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
取
引
の
範
囲
に
つ
き
判
例
・

学
説
は
共
に
、
同
条
の
立
法
趣
旨
に
照
ら
し
て
弾
力
的
に
解
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
」
会
社
・
取
締
役
間
の
取
引
で
あ
っ
て
も
実
質
的
に
み
て
会
社

に
不
利
益
を
与
え
な
い
取
引
は
、
取
締
役
会
の
承
認
を
必
要
と
し
な
い

と
解
す
る
の
が
通
説
・
判
例
（
畑
蹴
曜
宍
喰
椎
田
燗
喧
謁
認
閾
鋤
覗
足
切
覗
ゆ
煽
課
頁
）
で
あ

り
、
反
対
に
、
会
社
・
第
三
者
間
の
取
引
で
あ
っ
て
も
実
質
的
に
み
て
会

社
と
取
締
役
と
の
利
害
が
対
立
す
る
取
引
（
間
接
取
引
）
は
、
取
締
役
会

41　（1－2　●145）　145
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の
承
認
を
必
要
と
す
る
と
解
す
る
の
が
最
近
の
通
説
で
あ
る
鮫
舗
躁
脚
鰍
細

｝ン

ｹ
。
殊
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
同
条
を
拡
大
し
て
適
用
し
た
場
合
の
取

引
の
安
全
を
考
慮
し
て
、
そ
の
範
囲
の
制
限
が
必
要
と
な
る
。
本
件
取
引

に
つ
き
㍉
こ
の
間
接
取
引
に
該
当
し
、
同
条
の
適
用
範
囲
に
入
る
か
ど
う

か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
間
接
取
引
の
範
囲
に
つ
い
て
、
大
審
院
は
、
取

締
役
個
人
の
債
務
を
会
社
が
引
き
受
け
こ
れ
を
消
費
貸
借
に
更
改
す
る
契

約
を
そ
の
取
締
役
が
会
社
を
代
表
し
て
為
し
た
事
案
（
鰍
酬
調
塊
ボ
｛
伽
匙
お

よ
び
取
締
役
個
人
の
債
務
に
つ
き
債
権
者
に
対
し
て
会
社
が
債
務
引
受
を

約
諾
し
た
事
案
象
翻
調
書
猷
、
鴎
塗
系
醗
集
）
に
お
い
て
、
同
条
に
該
当
す
る
商

法
（
旧
）
一
七
六
条
の
適
用
を
認
め
て
い
た
。
最
高
裁
昭
和
四
三
年
一
二

月
二
五
日
の
大
法
廷
判
決
も
、
戦
後
の
下
級
審
判
例
の
成
果
に
従
い
、
取

締
役
個
人
の
債
務
に
つ
き
そ
の
取
締
役
が
会
社
を
代
表
し
て
債
権
者
に
対

し
債
務
引
受
を
為
し
た
事
案
に
お
い
て
、
こ
の
間
接
取
引
包
含
説
の
立
場

を
と
っ
た
（
韻
難
難
焉
繕
監
頃
編
翠
蔓
焦
腰
割
講
演
蒲
鉾
鑛
鵠

里
親
賂
黒
餅
識
畑
田
批
雛
駅
号
）
。
し
か
し
、
判
例
は
従
来
か
ら
、
　
こ
の
闇
接
取
引

の
範
囲
を
制
限
し
、
そ
の
取
引
が
、
　
「
実
質
か
ら
み
て
会
社
と
取
締
役
ま

た
は
そ
の
代
表
、
代
理
す
る
第
三
者
と
の
問
の
取
引
と
同
視
し
う
べ
き
場

合
に
限
る
」
（
凍
鯨
鞠
剥
燗
飾
漉
瓢
胆
シ
奪
商
工
撫
服
忌
｝
軽
口
）
と
い
う
考
え
を
一
貫

し
て
い
る
。
す
．
な
わ
ち
、
聞
接
取
引
を
「
取
締
役
個
人
の
た
め
に
す
る
取

引
」
と
「
取
締
役
が
代
理
・
代
表
す
る
第
三
者
の
た
め
に
す
る
取
引
」
に
限

定
し
、
か
つ
、
取
引
の
内
容
に
つ
い
て
も
保
証
・
連
帯
保
証
・
物
⊥
保
証

・
連
帯
債
務
・
債
務
引
受
な
ど
の
信
用
供
与
行
為
に
限
定
し
て
解
釈
し
て

い
る
。
げ
だ
し
、
取
締
役
個
人
な
い
し
取
締
役
が
代
理
・
代
表
す
る
第
三
者

が
、
会
社
の
与
信
行
為
に
よ
っ
て
金
融
を
得
る
の
で
あ
り
、
会
社
自
体
か

ら
金
融
を
受
け
る
の
と
同
一
視
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
露
哨
野
郎
劃
昭
一

将罫

ﾗ暇

樺p

舞N

ｱ
の
本
件
判
興
部
一
点
は
、
，
取
締
役
が
代
表
す
る
第
三
者

会
社
の
た
め
に
す
る
間
接
取
引
と
し
て
、
同
条
の
適
用
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
種
の
事
案
に
つ
い
て
の
判
例
に
は
、
甲
乙
而
会
社
の
代
表
取
締
役
を

兼
ね
て
い
る
者
が
、
甲
会
社
の
債
務
を
担
保
す
る
た
め
に
乙
会
社
を
代
表

し
て
、
ω
保
証
し
た
事
案
簸
三
編
糊
藁
菰
糊
旭
童
碧
｝
凶
器
黙
臓
喋
↑
瓢
捲
墜
竃
即
｛

糠
霰
栖
部
門
播
藷
馨
鱗
櫻
糊
野
㎜
是
議
盤
艶
韻
八
）
、
②
連
帯
保

証
し
た
事
案
譲
藪
撒
閣
㎜
面
様
浄
同
職
監
．
）
、
㈹
乙
会
社
所
有
の
不
動
産
に
抵
当

権
を
設
定
し
た
事
案
鍮
欄
速
環
剥
㎜
和
）
、
囲
債
務
引
受
を
し
た
事
案
（
連
隊
髄

配琳

衰
d
掛
詑
亦
騒
蘇
棘
姫
㍍
鰭
拠
嘉
己
　
領
項
が
伽
弛
盤
何
呉
聾
鉦
七
）
等
が
あ
り
、
同

条
の
適
用
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
会
社
代
表
取
締
役
が
妻
の
債
務
を

会
社
を
代
表
し
て
保
証
し
た
事
案
（
諌
鯨
縞
中
細
㈱
畑
琳
画
革
爵
）
や
甲
会
社
代
表

取
締
役
が
将
来
乙
会
社
の
代
表
取
締
役
に
就
任
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
位

（
支
配
人
）
を
利
用
し
、
乙
会
社
を
代
理
し
て
甲
会
社
の
債
務
支
払
の
た

め
に
手
形
を
振
り
出
し
た
事
案
篠
通
解
舗
翻
癩
細
杷
出
穂
叫
ひ
依
醐
型
込
魔
歎
湯
鵡
彦
熟
乃

ヨ
即
自
の
場
合
に
も
同
条
を
適
用
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
拡
大
の
傾
向
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
最
近
の
学
説
の
多
く
も
、
間
接
取
引
へ
の
同
条
の
適

用
拡
大
に
、
積
極
的
に
賛
成
し
て
い
る
露
題
煎
鴨
撚
醸
難
間
醐
胴
膿
噸

法
学
教
室
六
号
三
七
頁
。
石
井
・
商
判
研
昭
和
二
七
年
二
二
事
件
評
釈
。
服
部
・
判
例
評
論
九
二
号
四
〇
頁
。

大
阪
谷
「
取
締
役
の
自
己
取
引
と
手
形
行
為
一
商
法
演
習
∬
一
一
四
頁
。
戸
塚
「
取
締
役
の
忠
実
義
務
」
ジ
ユ

下
畑
叱
号
）
。

　
本
件
に
お
け
る
二
回
の
根
抵
当
権
設
定
契
．
約
に
関
し
、
甲
乙
両
会
社
の

代
表
取
締
役
が
同
一
人
で
あ
る
二
と
か
ら
、
取
引
の
猷
手
方
Y
は
、
当
該
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取
引
が
甲
会
社
に
利
益
を
も
た
ら
し
乙
会
社
に
不
利
益
な
取
引
で
あ
る
こ

と
を
知
り
う
る
し
、
乙
会
社
の
行
為
と
自
己
の
行
為
と
が
同
時
に
な
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
同
条
の
適
用
が
あ
る
こ
と
を
知
り
う
る
ば
か
り
で
な
く
、

乙
会
社
の
取
締
役
会
の
承
認
の
有
無
を
調
査
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
て
い

た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
第
一
回
取
引
と
第
二
回
・
取
引
と
の
間
に
時
間

的
間
隙
が
あ
る
が
、
第
二
回
取
引
は
、
第
一
回
取
引
と
同
一
の
目
的
を
も

ち
、
司
一
の
不
動
産
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
取
引
に
つ

い
て
は
、
第
一
回
取
引
を
基
準
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が

っ
て
、
甲
会
社
の
債
務
負
担
行
為
も
、
乙
会
社
の
保
証
行
為
と
同
時
に
な

さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
件
取
引
は
、
取

締
役
が
、
自
己
が
代
表
す
る
「
第
三
者
ノ
為
一
こ
会
社
と
な
す
直
接
取
引

の
場
合
と
同
7
視
す
る
こ
と
が
で
き
、
内
容
的
に
も
第
三
者
た
る
甲
会
社

に
利
益
を
も
だ
ら
し
乙
会
社
に
不
利
益
な
取
引
で
あ
る
こ
と
が
「
定
型
的

」
に
明
ら
か
で
あ
る
館
喉
隔
襯
帰
齢
鮒
勘
糀
耀
昆
琳
糊
）
。
．
こ
の
よ
う
に
取
締
役

ま
た
は
取
締
役
が
代
理
・
代
表
す
る
第
三
者
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
第
三

者
が
、
定
型
的
に
利
益
を
受
儲
る
よ
う
な
取
引
に
限
定
し
て
同
条
を
適
用

す
る
こ
と
は
、
．
相
手
方
に
予
期
し
な
い
不
利
益
を
及
ぼ
さ
ず
取
引
の
安
全

に
資
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
件
意
中
第
一
点
が
、
前
記
最
高
裁
判
決
を
引
用
し
つ

つ
醸
掛
鯛
陳
珊
一
事
三
一
「
雍
山
脚
館
覆
勉
）
同
条
の
適
用
を
認
め
た
の
は
妥
当
で
あ

る
。　

三
　
本
件
根
抵
当
権
設
定
契
約
の
効
力
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
一
」

・
商
法
二
六
五
条
違
反
の
取
引
の
効
力
に
つ
い
て
、
大
審
院
は
、
は
じ
め

会
社
が
取
り
「
消
し
得
る
も
の
と
解
し
て
い
た
蔽
瀾
靴
工
琵
叱
励
駄
堂
沁
嘱
甚
㏄

嘱
珊
か
降
」
が
、
そ
の
後
、
当
然
無
効
に
変
わ
り
（
駄
嗣
翻
粕
距
騨
か
一
ゴ
卸
）
、
大

正
八
年
以
後
は
、
無
権
代
理
行
為
に
準
じ
て
取
締
役
会
の
追
認
の
な
い
限

り
無
効
と
す
る
立
場
が
、
主
流
と
な
っ
て
い
た
（
鰍
糊
歌
旺
恥
囎
粒
匙
柵
張
極
蓋

麹ン

?課

lか

z
）
。
こ
こ
で
い
う
無
効
は
、
行
為
の
当
事
者
間
の
み
に
限
定
さ

れ
ず
、
第
三
者
に
対
し
て
も
一
般
的
起
無
効
で
あ
る
（
霰
証
即
灘
綴
門
田
が
蹴
醸
．
）

ラ
　
コ
フ
へ
　
　
し
ム
コ
ニ
ヨ
ハ
　
す
フ
の
ユ
ぬ
ヨ
　
コ
べ
た
ド
く
ご
コ
む
り
　
ヨ
　
コ
コ
も
ど
　
　
う
つ
　
　
ハ
　
　
の
　
へ
　
　
　
　
　
へ
　
　
く
　
　
ぎ

カ
・
．
レ
・
尋
誕
0
．
賃
三
曲
」
0
一
但
超
力
艮
懸
と
た
…
／
。
　
」
9
た
才
ち
　
耶
弓
σ
巨

的
が
動
産
で
あ
れ
ば
、
善
意
の
第
三
者
ぱ
、
即
時
取
得
の
規
定
（
颯
卿
九
）
の

保
護
を
受
け
る
し
、
手
形
・
小
切
手
・
株
券
お
よ
び
金
銭
そ
の
他
の
物
ま

た
は
有
価
証
券
の
給
付
を
目
的
と
す
る
有
価
証
券
等
の
取
引
に
つ
い
て
も

善
意
取
得
の
規
定
（
一
翼
ハ
蘇
二
噸
が
制
二
）
に
よ
り
取
引
の
安
全
の
保
護
が
考

え
ら
れ
る
が
、
本
件
の
よ
う
な
不
動
産
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
善
意
者
保

護
は
、
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
下
級
審
判
例
に
は
、
有
効
説
を
と
る

も
の
も
あ
る
（
状
諏
臨
醐
醐
湘
配
融
が
鰍
姫
粘
繰
締
鰍
嘱
豊
二
〇
港
一
儲
が
、
本
件
の
よ
う

な
闇
接
取
引
に
つ
い
て
、
前
記
最
高
裁
大
法
廷
判
決
は
、
　
「
取
引
の
安
全

の
見
地
よ
り
、
善
意
の
第
三
者
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
」
と
い
う

政
策
的
理
由
に
基
づ
き
、
　
「
会
社
は
、
そ
の
取
引
1
7
ろ
い
て
取
締
役
会
の

承
認
を
受
け
な
か
、
つ
た
こ
と
の
ほ
か
、
　
相
手
方
で
あ
る
第
三
者
が
悪
意

（
そ
の
旨
を
知
っ
て
い
る
こ
と
）
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
立
証
し
初
め

て
、
そ
の
無
効
を
そ
の
相
手
方
で
あ
る
第
三
者
に
主
張
し
得
る
」
と
の
一

種
の
相
対
的
無
効
説
を
採
用
し
た
。
そ
の
後
最
高
裁
は
、
直
接
取
引
の
う

ち
手
形
行
為
に
つ
い
て
も
同
様
の
立
場
を
と
っ
て
お
り
（
畷
剤
調
煉
細
轡
粘
時
○

舳
醜
占
愚
管
璽
＝
頒
纒
堀
謎
t
㏄
繋
欝
欝
罐
斡
灘
避
止
猷
萌
一
醐
）
、
下
級
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審
判
例
の
う
ち
に
は
、
直
接
取
引
に
つ
い
て
も
こ
の
立
場
を
採
用
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
蘇
煎
騙
糊
㎜
禰
朋
茄
”
材
凝
望
欄
聾
勢
一
壽
朋
M
鋤
彫
、
）
。
本
件
判
旨
第

二
点
も
こ
の
判
例
の
態
度
を
承
継
し
て
い
る
。

　
学
説
ど
し
て
は
、
会
社
の
利
益
保
護
を
重
視
し
無
効
と
す
る
が
、
事
後

の
追
認
を
認
め
る
無
効
説
・
爺
環
鈴
禽
舳
滋
値
下
麟
脚
聖
莇
賦
顛
、
）
、
取
引
の
安
全

保
護
を
重
視
し
完
全
に
有
効
と
す
る
が
、
取
引
の
相
手
方
に
対
し
て
は
会

社
は
｝
般
悪
意
の
抗
弁
ま
た
は
権
利
濫
用
の
法
理
に
よ
り
、
そ
の
義
務
を

免
れ
う
る
と
す
る
有
効
説
茄
紳
臥
煙
》
私
磁
旧
訳
軍
議
縦
車
山
激
野
望
働
華
墨
卸
櫛
灘
計
繭
齢

恥縮

￥≡

ｦ瀬

ﾁ
金
絵
縄
壁
一
丁
咽
頒
が
吠
醸
「
）
、
お
よ
び
、
折
衷
説
と
し
て
、
無
効
で

あ
る
が
、
善
意
の
第
三
者
に
対
し
て
そ
の
無
効
を
主
張
し
得
な
い
と
す
る

相
対
的
無
効
説
（
畷
華
蒜
簸
払
轟
鎗
肇
縫
盤
胱
廿
話
嶽
蛭
に
分
か
れ
て
い
る
。

有
効
説
で
は
、
会
社
の
利
益
保
護
に
欠
け
同
条
の
存
在
意
義
を
失
う
こ
と

に
な
り
、
相
対
的
無
効
説
で
は
、
そ
の
理
論
的
根
拠
に
疑
問
が
生
じ
る
。

す
な
わ
ち
、
相
対
的
無
効
の
概
念
の
理
論
的
根
拠
と
さ
れ
る
会
社
更
生
法

五
五
条
の
規
定
は
、
管
財
人
の
公
的
性
格
に
対
す
る
善
意
者
の
信
頼
を
重

視
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
商
取
引
の
相
手
方
お
よ
び
そ
の
第
三

取
得
者
の
善
意
を
同
様
に
強
く
保
護
す
る
当
然
の
根
拠
と
な
る
と
は
い
え

な
い
と
解
す
る
（
状
調
翻
一
輪
卿
牌
蹄
活
惚
酵
彫
怯
鵜
毒
婦
慰
一
ヨ
項
『
鰍
谷
）
。
商
法
二

六
五
条
は
、
会
社
の
利
益
保
護
を
主
た
る
目
的
と
し
、
取
締
役
の
職
務
権

限
行
使
の
誠
実
・
公
正
を
確
保
す
る
規
．
定
で
あ
り
、
　
そ
の
適
用
範
囲
を

「
定
型
的
」
取
引
に
限
定
し
て
解
す
る
以
上
、
そ
れ
以
上
に
取
引
の
安
全

を
考
慮
す
る
必
要
は
な
く
、
取
引
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
善
意
取
得
等
の

規
定
に
よ
っ
て
個
別
的
に
解
決
す
れ
ば
足
り
る
と
解
す
る
。
ま
た
、
取
締

役
の
責
任
は
、
同
条
の
取
締
役
会
の
承
認
の
有
無
に
か
施
わ
ら
ず
生
じ
る

も
の
で
あ
り
（
駿
。
社
羅
鋤
峯
背
約
蜂
講
男
舟
鴛
董
．
心
労
を
単
に

会
社
内
部
の
手
続
上
の
規
定
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
げ
。
き
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
同
条
違
反
の
取
引
を
無
効
と
解
し
、
無
権
代
理
行
為
の
無
効
と
同
様

に
事
後
の
追
認
を
認
め
る
立
場
が
妥
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
の

よ
う
に
不
動
産
に
関
す
る
取
引
で
あ
っ
て
も
、
不
動
産
が
会
社
に
と
っ
て

重
要
な
財
産
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
会
社
に
そ
の
取
り
戻
し
を
認
め

る
べ
き
で
あ
り
、
、
事
後
の
追
認
の
機
会
を
不
動
産
登
記
法
等
の
規
定
の
解

釈
に
よ
っ
て
確
保
す
れ
ば
足
り
る
と
解
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
理

由
に
よ
り
本
件
判
旨
第
二
点
に
は
賛
成
で
き
な
い
（
昧
碑
q
筆
弥
山
順
徳
魍
嘘
鞭
欄
触

翻
甥
篭
。
）
。

　
し
か
し
、
本
件
取
引
は
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
理
由
に
よ
り
有
効
な
取
引
と

な
る
。
す
な
わ
ち
、
Y
か
ら
甲
会
社
に
貸
与
さ
れ
た
金
員
の
う
ち
か
ら
、

乙
会
社
の
Y
に
対
す
る
本
件
「
債
務
金
」
が
Y
に
支
払
わ
れ
、
そ
の
債
務

に
関
す
る
本
件
建
物
（
こ
の
点
、
判
決
か
ら
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
）
の
根
抵
当
権
設
定
登
記
が
抹
消
さ
れ
た
事
実
に
よ
る
と
、
こ
の
乙
会

社
の
行
為
（
実
際
に
は
、
代
表
取
締
役
A
の
行
為
で
あ
ろ
う
が
）
は
、
本

件
取
引
の
有
効
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
結
果
的
に
乙
会
社
が
得
た

利
得
よ
り
蒙
っ
た
損
害
の
方
が
大
き
い
と
し
て
も
、
乙
会
社
が
Y
に
対
し

本
件
取
引
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
信
義
・
誠
実
に
反
し
権
利
の
濫

用
と
な
る
。
こ
の
理
論
構
成
と
し
て
は
、
乙
会
社
の
右
金
員
の
流
用
に
よ

る
自
社
債
務
の
弁
済
を
も
っ
て
、
　
「
黙
示
の
追
認
」
（
訓
蝸
山
蝕
雛
騰
則
）
と
構

成
．
す
る
の
が
簡
明
で
あ
ろ
う
。
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し
た
が
っ
て
、
本
件
根
抵
当
権
設
定
契
約
は
、
契
約
時
に
遡
っ
て
有
効

と
な
る
も
の
と
解
す
る
。

　
底
盤
第
三
点
に
つ
き
、
無
効
説
か
ら
は
問
題
と
な
ら
な
い
が
、
本
件
判

旨
の
よ
う
に
取
引
の
安
全
を
重
視
す
る
立
場
で
は
当
然
の
結
論
で
あ
る
。

本
件
に
お
い
て
、
乙
会
社
の
取
締
役
会
の
承
認
の
有
無
に
つ
き
Y
が
そ
の

承
認
を
証
明
す
る
書
類
蘇
翻
獺
瓢
勧
叡
臨
報
洛
蔵
物
鋸
雌
灘
脚
滑
動
㎝
照
臨
）
を
確
認
せ

ず
A
の
口
頭
に
よ
る
説
明
の
み
に
よ
っ
て
信
頼
し
た
こ
と
は
、
Y
の
側
の

過
失
の
程
度
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
乙
会
社
の
不
法
行
為
責
任
は
別

と
し
て
、
本
件
取
引
の
効
力
に
は
影
響
を
与
え
ず
、
乙
会
社
は
、
そ
の
無

効
を
主
張
し
得
た
は
ず
で
あ
る
。
本
件
判
旨
も
前
記
大
法
廷
判
決
と
同
様

に
、
民
法
九
三
条
を
類
推
し
過
失
を
問
題
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
喉
諮

並
樹
轍
）
。

　
四
　
本
件
は
、
本
件
建
物
に
賃
貸
借
関
係
を
設
定
し
て
い
た
X
が
、
Y

に
対
し
て
本
件
取
引
の
無
効
を
主
張
し
て
い
る
点
が
特
殊
で
あ
る
。
第
三

者
が
、
商
法
二
六
五
条
違
反
の
取
引
の
無
効
の
事
実
を
援
用
す
る
場
合
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
会
社
に
対
し
て
右
事
実
を
主
張
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
説
（
躰
翻
呼
五
臓
飴
翻
壁
も
あ
る
が
、
当
該
取
引
の
対
象
た
る
不
動
産

の
物
権
変
動
に
よ
っ
て
自
己
の
賃
借
権
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
る
者
は
、
当

該
取
引
の
暇
疵
を
主
張
す
る
正
当
な
利
益
を
有
し
て
お
り
、
直
接
に
取
引

の
相
手
方
に
対
し
て
右
事
実
の
援
用
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
判
旨
第
四
点
が
、
　
「
会
社
と
同
一
の
立
場
に
お
い
て
」

そ
の
主
張
を
認
あ
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
商
法
二
六
五
条
が
、

会
社
の
利
益
保
護
を
主
た
る
目
的
と
す
る
会
社
法
上
の
規
定
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
第
三
者
に
会
社
と
は
別
個
の
立
場
か
ら
当
該
取
引
の
無
効
の
主
張

を
許
す
べ
き
で
は
な
く
、
本
件
の
よ
う
に
乙
会
社
が
、
本
件
取
引
の
無
効

を
主
張
し
得
な
い
以
上
、
第
三
者
も
こ
れ
に
従
う
も
の
と
解
す
る
。
そ
の

意
味
に
お
い
て
、
本
件
本
旨
の
い
う
「
会
社
と
同
一
の
立
場
」
（
高
岸
翻
峡
双
鷺
）

と
い
う
表
現
は
適
切
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
X
の
悪
意
・
重
過
失
（
一
思
辻
風
協
調
輔
鷹
駈
肱
征
族

⊃
さ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
　
第
一
に
、
X
が
、
悪
意
の
第
三
者
で
あ
れ

こ
と
、

ば
、
本
件
取
引
の
無
効
の
事
実
の
援
用
を
認
め
る
必
要
が
な
く
、
そ
の
援

用
を
認
め
な
い
こ
と
が
会
社
の
利
益
保
護
に
役
立
つ
か
ら
で
あ
り
、
第
二

に
、
X
が
、
Y
と
の
間
の
調
停
の
合
意
に
つ
き
要
素
の
錯
誤
を
主
張
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
錯
誤
に
つ
い
て
「
重
大
ナ
ル
過
失
」
　
（
物
断
五
条
）
が
問
題

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
調
停
は
、
裁
判
上
の
和
解
と
同
一
の
効
果
を
も
つ

訴
訟
行
為
（
根
出
じ
で
あ
る
が
、
　
A
昏
倒
に
塞
つ
く
こ
と
か
ら
私
法
行
為
と

し
て
の
性
質
を
失
っ
て
い
ず
、
和
解
の
場
合
と
同
様
に
錯
誤
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
（
皇
尊
」
「
襯
勝
灘
海
齢
識
墜
期
ハ
額
面
遭
誰
謙
溜
吸

姻
肇
蟄
堺
酷
）
。
す
な
わ
ち
、
争
い
の
対
象
と
な
っ
た
事
項
（
鱗
桝
一
目
旬
駄
難
勧

伽瑠

楓
ﾊ
明
）
で
は
な
く
、
そ
の
蒔
提
な
い
し
基
礎
と
し
て
両
当
事
者
が
予
定

し
た
事
項
（
淋
錐
旅
龍
柵
躰
蹴
糠
刺
郡
屍
唐
竹
鞘
は
日
建
）
に
錯
誤
が
あ
る
と
き
は
、
民

法
六
九
六
条
の
適
用
は
な
く
、
錯
誤
に
よ
る
調
停
の
無
効
が
問
題
と
な
り

う
る
。
本
件
取
引
に
も
と
つ
く
Y
の
本
件
建
物
所
有
権
取
得
の
有
無
に
つ

き
、
X
に
そ
の
法
律
的
判
断
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
X
の
錯
誤

に
つ
き
重
過
失
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
第
一
点
に
い
う
悪
意
も

本
件
認
定
事
実
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
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結
果
的
に
は
、
Y
は
本
件
建
物
の
所
有
権
を
取
得
し
て
い
た
も
の
と
い
え

る
が
、
本
件
判
決
が
、
X
の
請
求
に
応
じ
て
審
理
判
断
し
た
こ
と
は
妥
当

で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
本
件
根
抵
当
権
設
定
登
記
申
請
上
の
言
草
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
本
件
根
抵
当
権
設
定
契
約
は
、
商
法
二
六
五
条
に
よ
り
乙
会
社
の
取

締
役
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
取
引
で
あ
り
、
そ
の
登
記
申
請
の
際
に
、

不
動
産
登
記
法
三
五
条
一
項
四
号
に
よ
り
そ
の
承
認
を
証
明
す
る
書
類

（
承
認
書
）
の
添
付
を
必
要
と
解
す
る
の
は
、
理
論
上
お
よ
び
実
務
上
一

致
し
て
い
る
（
轍
隷
繰
民
法
躍
躍
轍
慣
性
耳
順
r
服
鰯
壮
齢
硬
調
囁
珂
酪
魍
。
し
か
し
、
本

件
登
記
申
込
の
際
に
、
登
記
官
の
過
誤
に
よ
り
右
承
認
書
の
添
付
の
無
い

ま
ま
受
理
さ
れ
、
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
登

記
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
登
記
申
請
手
続
に
関
す
る
暇

疵
に
つ
き
通
説
・
判
例
翁
航
蹴
鐸
試
薬
轍
播
但
二
番
．
）
は
、
事
実
上
登
記
が
な

さ
れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
は
当
該
登
記
の
有
効
無
効
は
、
主
と
し
て
実
体
的

効
力
の
有
無
に
よ
っ
て
決
す
べ
き
で
あ
り
、
手
続
的
蝦
疵
の
み
を
理
由
に

無
効
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
本
件
桜
雲
第
五
点
は
、
こ
れ

に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
妥
当
な
解
釈
と
言
え
る
。

　
な
お
、
本
件
は
目
下
控
訴
中
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
山
　
芳
喜
）

　
　
一
　
平
取
締
役
が
代
表
取
締
役
名
を
冒

　
　
　
　
志
し
て
な
し
た
新
株
発
行
の
効
力

　
　
二
　
新
株
発
行
事
項
に
関
す
る
通
知
・

　
　
　
　
公
告
の
欠
鉄
と
新
株
発
行
の
効
力

　
東
京
高
裁
昭
和
四
七
年
四
月
一
八
日
判
決
緬
肺
雪
駄
隠
隠
継
馬
掛
取
転
禍
」
高

裁
合
薬
二
五
巻
二
号
一
八
二
頁

〔
事
実
〕
原
告
X
（
寺
門
達
次
）
は
、
昭
和
四
二
年
四
月
二
〇
日
訴
外
A
（

西
村
照
）
ら
と
被
告
Y
会
社
（
日
本
ビ
ル
管
理
株
式
会
社
）
を
設
立
し
、

そ
の
代
表
取
締
役
に
就
任
し
、
A
は
取
締
役
に
就
任
し
た
。
昭
和
四
四
年

二
月
ご
ろ
、
Y
会
社
で
増
資
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
X
が
資
金
調
達
を
し

て
増
資
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
X
が
病
気
で
倒
れ
た
た
め
に
資
金
の

調
達
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
平
取
締
役
A
は
、
昭
和
四
四
年
三

月
一
五
口
こ
ろ
、
Y
会
杜
の
代
表
取
締
役
X
に
は
無
断
で
、
X
の
名
義
を

冒
用
し
て
（
A
は
日
頃
か
ら
Y
会
社
の
代
表
者
印
を
預
っ
て
い
た
）
、
払

込
期
日
を
昭
和
四
四
年
三
月
三
〇
日
と
す
る
発
行
価
額
五
〇
〇
円
の
額
面

株
式
一
、
○
○
○
株
を
発
行
し
た
。
こ
の
新
株
の
う
ち
、
四
〇
〇
株
を
A

（
新
株
を
発
行
し
た
平
取
締
役
）
、
二
〇
〇
株
ず
つ
を
B
（
A
の
弟
）
お

よ
び
C
（
A
の
友
人
）
、
一
〇
〇
株
ず
つ
を
D
（
Y
会
社
の
従
業
員
）
お

よ
び
E
（
A
の
子
）
が
引
受
け
、
こ
れ
ら
の
株
式
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

名
義
で
払
込
が
な
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
B
の
払
込
金
一
〇
万
円
の
う
ち

五
万
円
は
、
B
が
一
時
借
入
金
名
義
で
Y
会
社
の
資
金
の
う
ち
か
ら
流
用

し
た
が
、
そ
の
後
一
、
ニ
カ
月
の
う
ち
に
返
済
し
た
（
し
た
が
っ
て
、
本

件
で
は
こ
の
点
の
蝦
疵
は
治
癒
さ
れ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
）
。
そ
の
変
更
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登
記
も
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
新
株
発
行
の
結
果
、
Y
会
社
の
実
権
は
A

に
握
ら
れ
、
X
が
退
院
し
た
と
き
は
、
X
は
代
表
取
締
役
を
解
任
さ
れ
、

Y
会
社
に
勤
務
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
X
は
新
株
発
行

無
効
の
訴
を
提
起
し
た
。

　
控
訴
審
の
本
判
決
で
は
事
実
関
係
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
が
（
鵜
賭
ゆ

十
二
癩
一
敗
粋
幣
昨
姻
訊
鰍
臆
荊
醐
礫
相
田
空
輪
糠
町
鋤
郵
彫
諌
醜
妊
翻
鮮
圃
碇
露
探
確
言
）
、
本
件

の
新
株
発
行
手
続
に
は
、
　
ω
取
締
役
会
の
決
議
を
経
て
い
な
い
、
　
働
代

表
取
締
役
の
名
義
を
冒
用
し
て
平
取
締
役
が
発
行
し
た
も
の
で
あ
っ
て
代

表
権
限
あ
る
取
締
役
が
な
し
た
も
の
で
は
な
い
、
㈹
新
株
発
行
事
項
の
公

告
も
株
主
に
対
す
る
通
知
も
な
さ
れ
て
い
な
い
、
の
三
点
に
理
疵
が
あ
っ

た
。
原
審
は
、
個
の
点
に
つ
い
て
商
法
二
八
○
条
ノ
三
ノ
ニ
の
規
定
に
違

反
し
て
新
株
発
行
は
無
効
で
あ
る
と
し
て
、
X
の
請
求
を
認
容
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
　
X
に
対
し
て
は
増
資
に
つ
い
て
事
前
に
相
談
を
し
た
の

で
、
X
は
事
情
を
知
っ
て
い
る
、
ま
た
、
当
時
病
気
療
養
中
で
あ
っ
た
た

め
通
知
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
相
当
の
理
由
が
あ
る
、
ま
た
、
Y
会
社
の

実
質
的
株
主
は
X
お
よ
び
A
で
あ
っ
て
他
の
株
主
（
本
件
増
資
当
時
の
株

主
は
X
・
A
の
ほ
か
、
F
・
G
・
H
・
1
・
J
で
あ
っ
た
）
は
名
義
上
の

も
の
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
通
知
・
公
告
を
欠
い
た

と
し
て
も
X
の
新
株
引
受
権
を
害
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ら
本
件
新
株

の
発
行
は
無
効
で
な
い
、
と
し
て
控
訴
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

〔
判
旨
〕
控
訴
棄
却

　
一
　
「
新
株
発
行
に
つ
い
て
、
新
株
発
行
に
関
す
る
取
締
役
会
の
議
決

…
…
な
る
も
の
は
会
社
の
内
部
意
思
決
定
に
止
ま
る
か
ら
取
引
安
全
の
見

地
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
議
決
の
欠
敏
と
い
う
違
法
の
故
を
も
っ
て
新
株

発
行
を
直
ち
に
無
効
な
ら
し
め
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
（
寒
冒
腋
剥
瑚
醐
糎
灘
駄

磐
配
謹
）
。

　
但
し
、
こ
の
こ
と
は
あ
く
ま
で
も
外
部
的
に
は
会
社
を
代
表
す
る
正
当

な
権
限
を
有
す
る
者
に
よ
っ
て
そ
の
新
株
発
行
の
手
続
が
会
社
の
行
為
と

し
て
適
法
に
履
践
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
し
か
る
に
…
…
本
件
新

株
発
行
手
続
は
、
　
Y
会
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
っ
た
X
に
は
無
断
で
同

人
名
義
を
冒
用
し
た
平
取
締
役
の
A
に
よ
っ
て
履
践
さ
れ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
外
部
に
対
す
る
関
係
で
有
効
な
新
株
発
行
が
履
ま
れ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
既
に
本
件
新
株
発
行
は
こ
れ
を

無
効
で
あ
る
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
」

　
二
　
　
「
の
み
な
ら
ず
本
件
新
株
発
行
に
つ
い
て
新
株
発
行
事
項
の
公
告

ま
た
は
株
主
に
対
す
る
通
知
が
な
さ
れ
て
い
な
い
…
…
、
こ
の
欠
配
も
ま

た
本
件
の
新
株
発
行
を
無
効
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
こ
の
通

知
公
告
を
欠
く
と
き
は
株
主
の
新
株
発
行
差
止
請
求
権
を
不
当
に
奪
う
こ

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
た
と
え
名
義
上
の
株
主
に
す
ぎ
な
い
も
の

で
あ
っ
て
も
、
い
や
し
く
も
法
律
上
株
主
の
地
位
に
あ
る
者
の
法
律
上
の

権
利
は
こ
れ
を
全
く
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
た
と
え
新
株

発
行
の
公
告
ま
た
は
通
知
は
事
前
に
そ
の
発
行
事
項
を
承
知
し
て
い
た
株

主
に
対
し
て
は
そ
の
必
要
性
が
な
い
と
解
し
得
る
と
し
て
も
、
そ
の
た
め

に
は
そ
の
株
主
に
お
い
て
、
予
め
商
法
二
八
○
条
ノ
三
ノ
ニ
に
定
め
る
各

公
示
事
項
に
つ
い
て
具
体
的
に
承
知
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
．
要
し
、

単
に
抽
象
的
に
そ
の
増
資
の
必
要
性
な
い
し
計
画
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
て
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い
た
と
い
う
だ
け
で
は
公
告
ま
た
は
通
知
の
欠
歓
を
正
当
な
ら
し
め
る
理

由
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
る
と
解
す
べ
き
と
こ
ろ
、
…
…
X
は
本
件
新
株

発
行
に
つ
い
て
予
め
或
る
程
度
抽
象
的
に
は
Y
会
社
の
増
資
の
必
要
性
な

い
し
計
画
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
事
実
は
こ
れ
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
に
前
記
法
条
の
公
示
事
項
に

つ
い
て
具
体
的
に
、
す
な
わ
ち
新
株
発
行
の
種
類
発
行
数
等
に
つ
い
て
具

体
的
に
知
ら
し
め
ら
れ
て
い
た
事
実
は
こ
れ
を
認
め
る
に
足
り
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
本
件
新
株
発
行
に
関
す
る
公
告
ま
た

は
通
知
の
欠
歓
を
正
当
化
せ
し
め
る
も
の
と
し
て
Y
会
社
の
主
張
す
る
と

こ
ろ
は
こ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

〔
研
究
〕
　
判
旨
の
結
論
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
そ
の
理
論
に
は
疑
問
が

あ
る
。

　
一
　
本
件
は
、
小
規
模
の
閉
鎖
会
社
に
お
け
る
支
配
権
の
争
奪
を
め
ぐ

る
事
件
で
あ
る
。
　
事
実
関
係
の
詳
細
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
　
事
実
の
と

こ
ろ
に
掲
げ
た
三
つ
の
点
に
新
株
発
行
手
続
の
国
是
が
あ
り
、
こ
れ
を
め

ぐ
っ
て
新
株
発
行
の
効
力
が
争
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
判
旨
は
囲
と
個
の

瑠
疵
を
事
由
に
本
件
新
株
発
行
を
無
効
と
判
断
し
て
い
る
。
判
世
上
は
、

㈹
の
暇
疵
に
つ
い
て
商
法
二
八
○
条
ノ
三
ノ
ニ
忙
違
反
し
無
効
で
あ
る
と

し
た
も
の
で
、
本
判
決
の
主
要
な
理
由
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
は
、
学

説
の
議
論
の
対
立
し
て
い
る
同
条
に
つ
い
て
の
実
質
的
に
最
初
の
判
決
で

あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。
判
旨
一
は
、
囲
の
理
詰
に
つ
い
て
新
株
発
行
を
無

効
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
代

表
取
締
役
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
表
見
代
表
取
締
役
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
の
で
、
当
然
無
効
（
不
存
在
）
と
解
さ
れ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
か
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
に
お
け
る
無
効
原
因
と
の
関

係
で
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
判
決
全
体
に
つ
い
て
み
る
と
、
判
旨

で
は
囲
と
矧
を
並
べ
て
無
効
の
原
因
と
し
て
い
る
が
、
判
旨
一
に
関
す
る

理
論
い
か
ん
で
は
論
理
的
一
貫
性
を
欠
く
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
残

る
。
判
旨
一
の
う
ち
、
ω
の
瑠
疵
に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
た
部
分
は
、
本
判

決
で
は
傍
論
で
あ
る
が
、
囲
の
瑠
疵
と
も
関
連
が
あ
る
の
で
簡
単
に
ふ
れ

る
こ
と
に
す
る
。
以
下
、
ω
、
囲
、
q
の
理
疵
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
検

討
す
る
。

　
二
　
判
旨
一
の
ω
の
蝦
疵
に
関
す
る
点
は
、
無
効
原
因
に
な
ら
な
い
と

す
る
通
説
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
新
株
発
行
を
無
効
と
解
す
る
本

判
決
で
は
こ
の
点
の
判
断
は
傍
論
に
す
ぎ
な
い
。
通
説
の
立
場
に
た
つ
限

り
ふ
れ
る
必
要
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
通
説
（
礁
淋
”
舗
排
泥
柑
曇
而
玉
頒
測

量
護
三
極
無
離
蟻
蟻
甦
推
胆
騨
雛
餐
螺
雅
酬
垂
取
引
の
安

全
と
を
比
較
考
量
す
る
と
、
取
引
の
安
全
を
重
視
し
て
対
外
的
な
新
株
発

行
の
効
力
を
認
め
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
取
引
の
安
全
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
場
合
に
も
新
株
発
行

の
効
力
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
一
考
す
べ
き
点
が
残
っ
て

い
る
。
最
近
、
学
説
で
も
原
則
と
し
て
有
効
と
解
す
る
が
取
締
役
会
の
決

議
が
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
新
株
の
引
受
を
し
た
も
の
に
対
し
て
は
無

効
を
主
張
で
き
る
と
解
す
る
折
衷
説
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
癩
淋
解
噺

難趾

?講

將p

ｷ稚

､
）
。
判
例
で
も
、
下
級
審
の
判
決
で
は
あ
る
が
注
目
す
べ

き
判
決
が
現
れ
た
（
駄
粉
馳
劇
詩
蜘
姻
砒
匙
旭
か
肇
。
こ
の
判
決
は
、
例
外
的
に
発
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行
株
数
が
少
く
（
二
九
〇
〇
株
）
、
引
受
人
が
代
表
取
締
役
と
特
殊
の
関

係
に
あ
る
少
数
者
に
限
ら
れ
（
未
成
年
の
子
、
従
業
員
）
、
そ
の
新
株
が
特

に
発
行
後
六
月
以
内
に
譲
渡
さ
れ
て
お
ら
ず
、
会
社
が
小
資
本
で
少
数
の

株
主
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
（
新
株
発
行
前
の
資
本
金
八
一
〇
万
円

株
主
数
七
言
）
な
ど
新
株
を
無
効
と
し
て
も
取
引
の
安
全
を
害
し
な
い
特

別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
　
新
株
の
発
行
は
無
効
に
な
る
と
し
て
い

る
。
本
件
も
、
大
分
地
裁
の
粥
案
と
ほ
ぼ
同
一
の
事
案
で
あ
っ
て
、
例
外

的
に
「
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
」
に
当
る
と
い
え
よ
う
。

　
私
見
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
原
則
的
に
は
有
効
と
解
す
る
立
場
を
と

っ
て
い
る
が
翻
脳
波
騨
、
い
わ
ゆ
る
高
度
の
株
式
会
社
と
低
度
の
株
式
会

社
の
区
別
が
存
在
す
る
現
状
の
も
と
で
、
主
に
高
度
の
株
式
会
社
を
対
象

と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
株
主
の
信
頼
関

係
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
低
度
の
株
式
会
社
（
小
規
模
の
閉
鎖
会
社
）
で

は
、
会
社
な
い
し
株
主
の
利
益
と
第
三
者
の
利
益
を
比
較
考
量
し
て
も
必

ず
し
も
取
引
安
全
保
護
を
優
先
す
る
必
要
は
な
く
、
前
掲
大
分
地
判
の
よ

う
に
特
別
の
事
情
の
存
在
を
前
提
と
し
て
取
締
役
会
の
決
議
の
欠
敏
は
新

株
発
行
の
無
効
原
因
と
な
る
と
解
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
こ
の
よ
う

な
立
場
に
た
つ
と
す
れ
ば
、
本
判
決
で
は
吻
、
個
の
蝦
疵
を
考
慮
す
る
ま

で
も
な
く
、
特
別
の
事
情
の
存
在
を
立
証
し
、
ω
の
報
疵
を
無
効
原
因
と

し
て
新
株
の
発
行
の
無
効
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

無
効
説
繭
仲
駄
南
脇
雑
融
附
子
灘
蹴
肚
胚
臥
堅
餅
グ
響
に
た
っ
て
も
同
様
の
結
果
と
な

る
。　

三
　
判
旨
一
の
②
の
蝦
疵
に
関
す
る
点
す
な
わ
ち
代
表
取
締
役
の
名
義

を
冒
用
し
た
平
取
締
役
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
場
合
の
新
株
発
行
の
効
力

は
ど
う
な
る
か
。
新
株
発
行
に
関
し
て
、
取
締
役
会
の
決
議
も
な
く
、
代

表
取
締
役
の
決
議
も
と
も
に
な
い
場
合
に
つ
い
て
の
判
例
は
な
く
、
学
説

で
も
こ
の
よ
う
な
場
合
を
直
接
問
題
と
し
た
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
本
判

旨
で
は
「
外
部
に
対
す
る
関
係
で
有
効
な
新
株
発
行
手
続
が
履
ま
れ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
…
…
本
件
新
株
発
行
は
こ
れ
を
無
効
と

断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
「
無
効
」
が
一
般
原
則

に
お
け
る
無
効
（
不
存
在
）
を
意
味
す
る
の
か
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
に

お
け
る
無
効
（
無
効
原
因
）
を
意
味
す
る
の
か
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

新
株
発
行
無
効
の
訴
に
つ
い
て
は
、
　
ω
新
株
が
会
社
を
代
表
す
る
権
限

あ
る
者
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
こ
と
を
要
す
る
と
解
す
る
説
（
魏
訓
恥
絵
敢
松
蠣

躰
一
面
〕
篤
賭
壁
心
衡
罐
鋤
解
購
緬
幽
思
庇
口
耀
四
点
酢
踊
鄭
識
錨
醐
究
二
）
と
回
新
株
の
発
行
と

認
め
る
も
の
が
外
形
的
に
存
在
す
る
こ
と
（
心
心
無
畷
魁
額
訟
た
焔
財
法
）
、
あ
る

い
は
基
本
的
に
は
新
株
発
行
の
実
体
が
存
在
す
る
か
ま
た
は
新
株
発
行
行

為
が
外
形
上
存
在
す
る
と
い
う
法
的
評
価
が
あ
る
こ
と
（
簸
網
卜
嫡
灘
聯
葡
貌
灘

鵬嚇

甯
增
j
を
要
す
る
と
解
し
て
代
表
権
限
あ
る
者
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た

こ
と
を
要
件
と
し
な
い
説
と
が
あ
る
。
ω
の
説
に
よ
れ
ば
、
会
社
を
代
表

す
る
権
限
の
な
い
者
（
た
と
え
ば
平
取
締
役
）
が
新
株
名
義
の
株
券
を
発

行
し
た
と
き
は
株
券
の
偽
造
で
あ
っ
て
新
株
発
行
の
無
効
を
問
題
と
す
べ

き
で
な
く
、
誰
で
も
、
　
何
時
で
も
い
か
な
る
方
法
で
も
不
存
在
を
主
張

で
き
、
必
要
が
あ
れ
ば
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
向
の
説
に
よ
れ
ば
、
②
の
蝦
疵
も
権
限
な
き
者
の

新
株
発
行
と
い
う
点
で
は
、
取
締
役
会
の
決
議
が
な
い
場
合
と
同
様
に
考
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え
ら
れ
、
無
権
限
者
に
よ
る
新
株
発
行
の
場
合
も
新
株
発
行
の
無
効
原
因

の
一
つ
と
な
り
、
発
行
行
為
の
外
形
的
事
実
（
た
と
え
ば
株
式
の
割
当
、

株
券
の
発
行
、
新
株
発
行
の
登
記
）
お
よ
び
新
株
発
行
の
実
体
（
た
と
え

ば
払
込
に
と
も
な
う
財
産
の
増
加
）
が
あ
れ
ば
、
そ
の
無
効
を
主
張
す
る

た
め
に
は
新
株
発
行
無
効
の
訴
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

　
判
旨
は
ど
ち
ら
の
説
に
よ
っ
て
い
る
か
明
ら
か
で
な
い
。
　
「
但
し
、
こ

の
こ
と
は
あ
く
ま
で
会
社
を
代
表
す
る
正
当
な
権
限
を
有
す
る
者
に
よ
っ

て
そ
の
新
株
発
行
の
手
続
が
会
社
の
行
為
と
し
て
適
法
に
履
践
さ
れ
た
こ

と
を
前
提
と
す
る
」
と
い
い
、
　
「
こ
の
点
に
お
い
て
既
に
…
…
」
と
い
っ

て
ω
の
蝦
疵
と
②
の
暇
疵
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
は
、

ω
の
説
に
従
っ
て
い
る
よ
う
に
も
理
解
で
き
る
が
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
②
の
暇
疵
の
点
で
は
不
存
在
に
な
る
わ
け
で
当
初
に
遡
っ
て
新
株
の

発
行
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
判
決
の
確
定
に
よ
っ
て
そ
の
時
か
ら
無

効
に
な
る
倒
の
暇
疵
の
問
題
を
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
必
要
は
な
か
っ
た
わ

け
で
あ
る
（
㈹
の
点
を
論
じ
た
判
旨
二
は
狸
掘
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
。
す

な
わ
ち
②
の
点
だ
け
で
本
件
の
場
合
は
新
株
不
存
在
確
認
の
訴
に
よ
る
べ

き
場
合
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
新
株
の
発
行
無
効
（
正
確
に
は
そ
の
訴
に

お
け
る
無
効
原
因
）
を
問
題
に
す
る
に
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
点
で
論
理
の

一
貫
性
を
欠
く
と
い
う
批
評
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
判
決
で
、
A
、

B
、
C
ら
の
引
受
け
た
株
数
お
よ
び
そ
の
払
込
に
関
す
る
事
実
を
の
べ
て

い
る
点
を
総
合
す
る
と
、
新
株
発
行
行
為
の
存
在
を
前
提
と
し
て
回
の
説

を
と
っ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ω
、

②
、
㈹
の
手
続
の
暇
疵
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
無
効
原
因
で
本
件
新
株
発
行

が
無
効
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
す
れ
ば
よ
く
、
㈹
の
点
を
と
り
上
げ
て
無

効
で
あ
る
と
し
た
判
断
の
態
度
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
前
述
ω
の
点

で
折
衷
説
ま
た
は
無
効
説
を
と
れ
ば
、
ω
の
点
で
無
効
に
な
る
た
め
②
、

個
は
論
ず
る
必
要
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
ω
の
点
で
有
効
説

を
と
っ
た
と
し
て
も
（
代
表
取
締
役
の
発
行
行
為
も
な
か
っ
た
場
合
に
取

締
役
会
の
決
議
の
欠
敏
だ
け
を
独
立
し
て
無
効
原
因
で
な
い
と
い
え
る
か

の
問
題
は
残
る
）
、
新
株
発
行
行
為
の
実
体
ま
た
は
外
形
的
事
実
が
あ
っ

た
こ
と
（
不
存
在
の
場
合
に
当
ら
な
い
こ
と
）
の
み
を
立
証
す
れ
ば
、
②

の
点
で
無
効
に
な
る
た
め
㈹
の
点
は
論
ず
る
必
要
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ

り
、
本
件
の
場
合
に
も
、
織
を
主
な
恐
由
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
α
は
論

ず
る
必
要
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
最
近
、
本
件
に
類
似
し
た
事
案
で
、
株
主
総
会
の
決
議
に
つ
い
て
、
代

表
取
締
役
以
外
の
取
締
役
が
取
締
役
会
の
決
議
を
経
な
い
で
招
集
し
た
株

主
総
会
の
決
議
は
不
存
在
で
あ
る
と
し
た
最
高
裁
判
決
（
㎝
糊
㎜
隠
勢
バ
○
○
哲
匙

恥
九
）
が
あ
る
が
、
こ
の
理
論
は
新
株
の
発
行
に
つ
い
て
は
妥
当
せ
ず
、
新
株

発
行
無
効
の
訴
制
度
と
の
関
係
で
新
株
発
行
は
無
効
の
問
題
と
し
て
取
扱

う
べ
き
で
あ
る
。
株
主
総
会
決
議
取
消
の
訴
と
新
株
発
行
無
効
の
訴
と
は

同
じ
会
社
法
上
の
訴
で
あ
っ
て
も
性
質
を
異
に
し
、
む
し
ろ
合
併
無
効
の

訴
お
よ
び
設
立
無
効
の
訴
に
類
似
す
る
（
瞼
」
賄
掲
）
。
し
た
が
っ
て
、
新

株
発
行
行
為
の
実
体
が
あ
れ
ば
、
事
実
上
の
会
社
と
同
様
に
、
無
効
の
判

決
が
確
定
し
な
い
限
り
、
そ
の
新
株
発
行
は
一
応
有
効
な
も
の
と
し
て
存

続
す
る
こ
と
に
な
り
、
六
ケ
月
の
提
訴
期
間
を
無
効
が
確
定
す
る
こ
と
な
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く
経
過
す
れ
ば
、
そ
の
株
式
の
効
力
を
否
定
で
き
な
い
こ
と
の
消
極
的
効

果
と
し
て
有
効
に
な
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
流
通
性
を
有
す
る
株
式
に

つ
き
、
新
株
発
行
の
法
律
関
係
の
画
一
的
処
理
、
法
的
安
定
性
の
確
保
な

い
し
取
引
安
全
の
保
護
の
要
請
か
ら
設
け
ら
れ
た
新
株
発
行
無
効
の
訴
制

度
の
当
然
の
効
果
で
あ
る
。
回
の
説
に
た
っ
て
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、

株
式
引
受
人
か
ら
み
て
新
株
発
行
が
権
限
あ
る
代
表
取
締
役
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
も
の
か
否
か
の
判
断
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
実
際
上
の
問
題
が
解

決
さ
れ
、
有
効
な
株
式
と
思
っ
て
取
得
し
た
株
券
が
長
期
間
た
っ
て
新
株

発
行
が
不
存
在
に
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
偽
造
と
な
り
、
法
的
安
定
性
や

取
引
の
安
全
を
害
す
る
結
果
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
理
由
で

新
株
発
行
を
不
存
在
で
な
く
無
効
と
し
た
判
面
一
の
②
の
点
に
つ
い
て
の

判
断
に
賛
成
で
あ
る
。

　
四
　
本
判
決
の
主
な
理
由
は
、
原
審
と
同
様
に
判
旨
の
二
す
な
わ
ち
新

株
発
行
の
公
示
ま
た
は
株
主
に
対
す
る
通
知
の
欠
敏
（
個
の
点
に
つ
い
て

の
理
疵
）
が
漸
株
発
行
の
無
効
原
因
と
な
る
と
し
た
点
に
あ
る
。
新
株
発

行
の
公
示
・
通
知
（
籟
糞
京
』
）
は
、
昭
和
四
一
年
の
商
法
改
正
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
の
点
に
ふ

れ
た
判
例
と
し
て
は
二
つ
目
の
判
例
で
あ
る
。
最
初
の
判
例
（
二
丁
馳
荊
噸
蜘
梱

賑
膜
陀
一
一
醜
配
．
）
は
、
本
件
判
旨
と
同
様
、
．
」
公
告
ま
た
は
通
知
の
再
三
は
新

株
発
行
の
無
効
原
因
に
な
る
と
し
て
い
る
が
、
特
に
理
由
を
示
し
て
い
な

い
。
論
判
旨
の
第
一
の
意
義
は
そ
の
理
由
と
し
て
明
確
に
示
し
、
公
告
ま

た
は
通
知
の
欠
歓
は
株
主
の
新
株
差
止
請
求
権
を
不
当
に
奪
う
こ
と
に
な

る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
点
に
あ
る
。
第
二
の
意
義
は
、
公
示
ま
た
は
通
知
の

程
度
に
つ
き
、
株
主
に
対
し
て
単
に
抽
象
的
に
そ
の
増
資
の
必
要
性
な
い

し
計
画
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
は
不
充
分
で
、
そ
の

株
主
が
あ
ら
か
じ
め
二
八
○
条
ノ
三
ノ
ニ
所
定
の
公
示
事
項
に
つ
い
て
具

体
的
に
知
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
と
し
た
点
に
あ
る
。
第
二
の
意

義
の
点
は
株
主
が
公
示
事
項
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

公
告
ま
た
は
通
知
が
な
く
て
も
、
新
株
発
行
の
無
効
を
生
じ
な
い
旨
を
暗

示
し
て
い
る
よ
う
に
も
と
ら
れ
る
が
、
本
判
決
後
に
出
さ
れ
た
三
つ
目
の

判
例
譲
鞭
盤
劇
欄
面
持
期
彫
か
ン
罠
二
）
で
は
、
公
告
ま
た
は
通
知
を
全
く
欠
い
た

新
株
発
行
は
無
効
に
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
公
告
ま
た

は
通
知
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
商
法
二
八
○
条
∠
ニ
ノ
ニ
の
立
法
趣
旨
に

の
っ
と
っ
て
実
質
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
の

通
知
書
を
株
主
に
送
付
す
る
こ
と
に
よ
り
通
知
を
し
た
も
の
と
解
す
る
の

が
相
当
で
、
そ
の
通
知
に
多
少
不
備
が
あ
る
と
し
て
も
そ
れ
だ
け
で
は
新

株
発
行
を
無
効
と
す
る
事
由
に
な
ら
な
い
と
し
て
、
こ
の
点
を
さ
ら
に
明

確
に
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
最
高
裁
判
例
は
出
さ
れ
て

い
な
い
。

　
本
件
自
体
の
問
題
点
を
み
る
と
、
ま
ず
、
新
株
発
行
が
商
法
二
八
○
条

ノ
三
ノ
ニ
の
公
告
ま
た
は
通
知
を
要
求
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
は
、
判
旨
で
は
全
く
ふ
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
公
告
ま
た
は
通
知
を
要
求

す
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
外
的
に
公

告
ま
た
は
通
知
を
要
し
な
い
場
合
と
し
て
、
株
主
に
新
株
引
受
権
を
与
え

た
株
式
、
第
三
者
に
対
し
て
特
に
有
利
な
発
行
価
額
の
発
行
で
株
主
総
会

の
特
別
決
議
の
あ
っ
た
株
式
、
端
数
株
ま
た
は
失
権
株
の
処
理
の
た
め
の
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株
式
の
発
行
で
あ
る
場
合
が
あ
る
が
論
墜
拡
っ
躁
ノ
）
、
判
旨
で
は
株
主
以

外
の
者
に
対
し
て
発
行
さ
れ
る
こ
と
、
端
数
株
ま
た
は
失
権
株
の
処
理
で

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
、
特
に
有
利
な
発
行
価
額
で
あ
る
か

否
か
は
不
明
で
あ
る
が
株
主
総
会
の
特
別
決
議
が
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら

か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
告
ま
た
は
通
知
を
要
す
る
場
合
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
点
の
取
扱
い
は
正
当
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
商
法
二
八
○
条
ノ
三
ノ
ニ
の
公
示
ま
た
は
通
知
の
欠
亡
が
新

株
発
行
の
無
効
原
因
に
な
る
と
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
学
説
は
対
立
し
て

い
る
。
無
効
説
は
、
同
条
が
設
け
ら
れ
た
立
法
趣
首
が
、
新
株
発
行
が
行

な
わ
れ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
株
主
に
知
ら
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
株
発

行
差
止
請
求
権
を
行
使
す
る
機
会
を
与
え
て
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
た

め
に
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
公
告
ま
た
は
通
知
を
せ
ず
に
新
株
が
発
行
さ
れ

る
と
株
主
の
新
株
差
止
請
求
権
（
籟
砿
一
一
一
㎝
o
）
を
不
当
に
奪
う
こ
と
に
な
る

か
ら
、
　
新
株
発
行
の
無
効
原
因
に
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る

三
一
㌫
融
鰐
繭
唱
屹
蹴
こ
噸
樗
誠
謝
一
項
証
年
式
）
。
本
旨
と
同
一
の
立
場
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
有
効
説
は
新
株
発
行
差
止
の
仮
処
分
ま
た
は
判
決
に
違
反
し

て
も
新
株
発
行
の
無
効
原
因
に
な
ら
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
公
告
ま
た
は

通
知
せ
ず
に
株
主
に
新
株
発
行
の
差
止
の
機
会
を
与
え
な
く
と
も
、
取
締

役
の
損
害
賠
償
責
任
を
生
ず
る
だ
け
で
新
株
発
行
の
無
効
原
因
に
は
な
ら

な
い
と
し
別
か
つ
取
引
の
安
全
を
た
て
ま
え
に
す
る
以
上
無
効
に
な
ら
な

い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
繍
淋
⊃
覗
燃
甦
。
折
衷
説
は
、
公
告
ま
た
は

通
知
を
博
い
で
な
さ
れ
た
新
株
の
発
行
は
常
に
無
効
原
因
と
な
る
わ
け
で

は
な
く
、
公
告
ま
た
は
通
知
が
な
さ
れ
て
も
差
止
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
を
会
社
が
立
証
し
た
場
合
に
は
無
効
原
因
に
な
ら
な
い
と
解
す

べ
き
で
あ
る
と
す
る
（
端
琳
跡
蹴
掲
）
。
取
引
の
安
全
を
害
し
な
い
こ
と
、
新
株

発
行
無
効
原
因
を
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
有
効
説
、
折
衷
説

は
傾
聴
す
べ
き
点
も
多
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
株
主
に
差
止
請
求

の
機
会
を
保
障
し
、
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
株
発
行

の
際
に
生
じ
る
弊
害
を
防
止
す
る
と
い
う
立
法
趣
旨
を
生
か
し
、
か
つ
差

止
の
制
度
を
無
意
味
な
も
の
に
し
な
い
た
め
お
よ
び
会
社
が
公
示
ま
た
は

通
知
を
怠
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
公
示
ま
た
は
通
知
の
欠
飲
は
無
効
原

因
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
判
読
の
立
場
は
妥
当
で
あ
る
。

ま
た
、
公
示
ま
た
は
通
知
は
他
の
無
効
原
因
（
た
と
え
ば
代
表
権
の
存
否

や
取
締
役
会
の
決
議
の
有
無
）
に
較
べ
形
式
的
客
観
的
で
あ
っ
て
立
証
が

比
較
的
容
易
で
あ
る
こ
と
が
一
連
の
新
株
発
行
手
続
に
い
く
つ
か
の
無
効

原
因
が
あ
る
場
合
、
そ
の
う
ち
二
つ
を
認
定
し
て
無
効
の
判
決
を
す
る
に

当
っ
て
便
利
で
あ
る
。
判
旨
も
、
こ
の
た
め
に
こ
の
点
に
重
点
を
お
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
も
藁
菰
の
方
向
は
是
認
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
単
に
抽
象
的
に
そ
の
増
資
の
必
要
性
な
い
し
計
画
に
つ
い
て

知
ら
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
と
す
る
主
張
に
対
し
て
、
商
法
二
八
○
条
ノ
三

ノ
ニ
に
定
め
る
各
公
示
事
項
に
つ
い
て
具
体
的
に
承
知
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
要
す
る
と
し
た
点
も
、
判
旨
は
妥
当
で
あ
る
。
け
だ
し
、
公
示
ま
た
は

通
知
が
株
主
に
差
止
請
求
を
保
障
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
差
止
請

求
権
を
行
使
す
べ
き
か
否
か
判
断
し
・
つ
る
程
度
に
公
示
事
項
全
部
に
つ
い

て
具
体
的
に
事
実
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
繭
艦

見
聞
前
）
。
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、

　
な
お
、
実
質
的
株
主
で
な
く
名
義
⊥
の
株
主
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
も
の

に
も
通
知
を
要
す
る
と
し
た
の
も
妥
当
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

　
五
　
以
上
の
よ
う
に
、
判
旨
の
理
論
に
お
お
む
ね
賛
成
で
あ
る
。
　
た

だ
、
判
旨
一
の
代
表
取
締
役
の
適
法
な
発
行
行
為
が
な
い
場
合
に
、
こ
れ

を
無
効
原
因
の
一
つ
と
考
え
て
新
株
発
行
無
効
の
訴
の
対
象
と
す
る
か
否

か
は
判
旨
の
理
論
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
問
題
で
あ
る
の
で
そ
の
立
場

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
件
と
同
じ
事
案

に
お
い
て
、
も
し
会
社
が
こ
と
さ
ら
に
公
告
の
み
を
し
て
い
た
ら
判
旨
は

ど
う
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
、
公
告
ま
た
は
通
知
の
欠
歌
を
事
由
に
新

株
発
行
を
無
効
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
株
主
は
場

合
に
よ
っ
て
公
告
を
見
落
す
こ
と
も
あ
っ
て
、
結
果
と
し
て
は
救
済
の
道

が
閉
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
禰
碓
」
「
醐
騨
蘭
嚇
埜
璽
肌
緬
蘇
発
）
。
こ
れ

ら
は
閉
鎖
会
社
の
特
殊
な
問
題
で
あ
る
が
、
立
法
論
と
し
て
は
閉
鎖
会
社

の
場
合
に
は
株
主
に
対
す
る
通
知
を
要
求
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
、
稽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
植
村
　
啓
治
郎
）

．
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